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わたしたちのマチの

景況レポート No. ４２  

2025 年 4～6 月期実績・2025 年 7～9 月期見通し  

 

                   本福寺水御堂 スイレン                       

(淡路市浦 1310 淡路四国第 59 番霊場) 

今日も 楽しい おつきあい 
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１．調査時期  ：2025年 4～6月期実績・2025年 7～9月期見通し 

 

２．調査方法  ：当金庫の営業店職員による「聴取り」調査 

 

３．調査企業数 ：668社 

製 造 業 152社 卸 売 業 97社 小 売 業 114社 

サービス業 116社 建 設 業 141社 不 動 産 業 48社 

 

４．調査地区  ：当金庫事業地区（洲本市、淡路市、南あわじ市、明石市、神戸市、芦屋市、西宮市、 

尼崎市、加古郡稲美町、加古郡播磨町、加古川市、高砂市、三木市） 

 

５．分析方法：Ｄ.Ｉ.（「良い」「増加」「上昇」の回答割合 －「悪い」「減少」「下降」の回答割合） 

※不変部分を除き、「良い」「悪い」のどちらの力がどれだけ強いかを調べる方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指標 プラス マイナス

業況 良い＞悪い 良い＜悪い

売上額 増加＞減少 増加＜減少

収益 増加＞減少 増加＜減少

販売価格 上昇＞下降 上昇＜下降

仕入価格 上昇＞下降 上昇＜下降

人手過不足 過剰＞不足 過剰＜不足

資金繰り  楽 ＞ 苦  楽 ＜ 苦

設備投資企業割合

前期（四半期）と比較した資金繰り　「楽」－「苦」

設備投資実施の有無

内容

調査時点での回答企業の業況　「良い」－「悪い」

前期（四半期）と比較した売上　「増加」－「減少」

前期（四半期）と比較した収益　「増加」－「減少」

前期（四半期）と比較した販売価格　「上昇」－「下降」

前期（四半期）と比較した仕入価格　「上昇」－「下降」

調査回答時点での人手　「過剰」－「不足」

　調査概要

【問合せ先】 

淡路信用金庫 業務部 

担当：玉田、樅木
もみのき

、坂田 

TEL：0120-22-1020 

　例

人手不足▲50とは

人手 　(1)過剰　(2)やや過剰　(3)適正　(4)やや不足　(5)不足

回答数を集計し、回答割合を算出

(1)過剰 (2)やや過剰 (3)適正 (4)やや不足 (5)不足 合計

回答数 35 35 210 280 140 700

回答割合 5.0% 5.0% 30.0% 40.0% 20.0% 100.0%

人手不足＝ 6010 － ＝ ▲50
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今期（2025 年 4～6 月期）の業況判断 D.I.は▲6.4

と、前期（2025 年 1～3 月期）▲6.9 に比べ 0.5 ㌽改

善となるが、依然として不安定な状況に変わりない。

項目別では、売上額は 3.6（前期▲6.9）と 10.5 ㌽の

大幅な増加、収益も前期比 9.9 ㌽増加し▲4.9 となっ

た。販売価格では 22.8(前期 24.4)と 1.6 ㌽下降、仕

入価格は 43.9（前期 46.3）と 2.4 ㌽下降している。 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

人手過不足については▲26.0(前期▲26.5)と横ば

いで不足状態が続いている。資金繰りについては、▲

8.1(前期▲8.8)と少し改善している。 

来期（2025 年 7～9 月期）の業況判断 D.I.について

は▲6.1 と 0.3 ㌽の改善を見込んでいる。 

業種別では、製造・サービス・不動産業の 3 業種は改

善見込みであるが、卸売・小売・建設業の 3 業種は悪

化する見通しである。 

 

（D.I.）

25年 3月

（前期）
25年 6月

（今期）
25年 9月

（見通し）

業況 -6.9 -6.4 -6.1

売上額（前期比） -6.9 3.6 2.8

収益（前期比） -14.8 -4.9 -0.9

販売価格（前期比） 24.4 22.8 16.2

仕入価格（前期比） 46.3 43.9 31.3

人手過不足（過剰－不足） -26.5 -26.0 -26.2

資金繰り（楽－苦） -8.8 -8.1 -7.5

設備投資実施企業割合（%） 13.4 13.2 13.1

　業種別地区別天気図

前期 今期 来期

　全業種

    業況判断 D.I.の推移（地区別） 
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今期の業況判断 D.I.は▲17.1（前期▲16.3）と 0.8

㌽の悪化となった。地区別の業況は、淡路地区▲

31.3(前期▲28.4)と 2.9 ㌽悪化、神明地区▲5.9(前

期▲7.0)と 1.1 ㌽の改善となった。来期については、

業況が▲13.8 と 3.3 ㌽改善見込みと予想するも、売

上額は▲3.9 ㌽悪化、反対に収益は 7.3 ㌽改善見込み

となっている。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の業況判断 D.I.は▲3.1（前期▲11.2）と 8.1

㌽改善となった。地区別の業況は、淡路地区▲1.7(前

期▲20.3)と 18.6 ㌽の大幅な改善、神明地区は▲

5.3(前期▲7.0)と 1.7 ㌽の改善となる。来期につい

ては▲5.2 と 2.1 ㌽悪化の見込みであるも、売上額・

収益については今期より改善する見通しとなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（D.I.）

25年 3月
（前期）

25年 6月
（今期）

25年 9月
（見通し）

業況 -11.2 -3.1 -5.2

売上額（前期比） -15.3 10.3 12.4

収益（前期比） -21.4 1.0 6.2

販売価格（前期比） 30.6 27.8 21.6

仕入価格（前期比） 44.9 41.2 29.9

人手過不足（過剰－不足） -17.3 -16.5 -17.5

資金繰り（楽－苦） -4.1 -6.2 -5.2

設備投資実施企業割合（%） 15.3 13.4 14.4

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

 

 材料費、人件費の増加分については、販売価格に転

嫁できているが、地場産業の低迷により受注減少、売

上高が減少傾向で業況は厳しい状況にある。併せて、

後継者不在もあり大きな改善が図れていない。(淡路) 

現在、米国関税措置の影響は受けていないが、先行

き不安である。主力販売先に加え新たな柱となる販

路開拓を進めている。収益面では主力先に対する価

格転嫁交渉を行っているが、転嫁に対するエビデン

スの提出を求められており難航している。  (神明) 

                       

お客様の声 

 

 

国内飲食店の復調を背景に、業況はコロナ前と同水

準で推移。円安による物価高やコスト上昇の影響を受

けるも、価格改定や業務改善を図り利益を維持してい

る。2025 年度は、大阪関西万博等の経済効果で需要拡

大を見込んでいる。            （淡路） 

中国経済の低迷に加え米国の関税措置により、取引

先の業況が低調で当社の業況も思わしくない。取引先

数は多くリスク分散を図っており、前年並みの業績で

推移。                  (神明)                  

          

お客様の声 
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（D.I.）

25年 3月
（前期）

25年 6月
（今期）

25年 9月
（見通し）

業況 -16.3 -17.1 -13.8

売上額（前期比） -11.8 -2.0 -5.9

収益（前期比） -20.9 -13.2 -5.9

販売価格（前期比） 26.8 23.7 19.1

仕入価格（前期比） 49.7 50.0 36.8

人手過不足（過剰－不足） -26.1 -25.0 -21.1

資金繰り（楽－苦） -12.4 -15.8 -13.2

設備投資実施企業割合（%） 14.4 15.1 11.8

前期 今期 来期

　卸売業

業況判断 D.I.の推移（地区別） 
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今期の業況判断 D.I.は▲2.6(前期▲8.7)で 6.1 ㌽

の改善となった。地区別では、淡路地区は▲6.1(前期

▲9.8)と改善、神明地区は 6.3(前期▲6.1)と大幅に

改善している。来期の業況は▲6.1 と 3.5 ㌽の悪化見

込みであり、売上額・収益についても同様に今期より

悪化する見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の業況判断 D.I.は▲4.3(前期▲3.5)となり

0.8 ㌽悪化となった。地区別の業況は、淡路地区▲

1.4(前期▲1.4)と横ばい、神明地区は▲8.7(前期▲

6.7)と悪化している。来期の業況は、▲2.6 と改善、

売上額・収益も増加する見込み、人手過不足は▲38.8

㌽と高い水準で不足が続く見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（D.I.）

25年 3月
（前期）

25年 6月
（今期）

25年 9月
（見通し）

業況 -8.7 -2.6 -6.1

売上額（前期比） -7.0 4.4 -2.8

収益（前期比） -15.7 -6.1 -9.6

販売価格（前期比） 27.8 20.2 10.5

仕入価格（前期比） 43.5 33.3 22.8

人手過不足（過剰－不足） -16.5 -19.3 -20.2

資金繰り（楽－苦） -8.7 -13.2 -13.2

設備投資実施企業割合（%） 6.1 6.1 7.9

（D.I.）

25年 3月
（前期）

25年 6月
（今期）

25年 9月
（見通し）

業況 -3.5 -4.3 -2.6

売上額（前期比） -10.5 6.9 12.9

収益（前期比） -18.4 -3.4 2.6

販売価格（前期比） 18.4 21.6 19.8

仕入価格（前期比） 48.2 47.4 37.1

人手過不足（過剰－不足） -36.8 -37.1 -38.8

資金繰り（楽－苦） -16.7 -8.6 -6.0

設備投資実施企業割合（%） 16.7 15.5 16.4

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

 

近隣で大型建設工事が始まり、近隣の同業者廃

業もあり、工事関係の受注と新規顧客の流入で売

上は増加傾向である。しかし、従業員の高齢化及

び設備の老朽化が改善できずにいる。  (淡路) 

                 

県外顧客が増加しており、売上は堅調に推移。

これまで取り組んできた小口取引先の増加も 

順調に進んでいる。今後は、雇用や労働時間の見

直しを検討している。         (神明)                    

お客様の声 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 
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今年は花みどりフェア、大阪関西万博等のイベ

ントがあり、観光需要の高まりにより、多くの利

用客が見込まれていたが、想定より売上が伸びて

いない。また人手不足は慢性化しており、引続き

様々な対策が必要である。       (淡路) 

燃料価格の高騰等で採算性の低下やドライバー

不足で受注対応できない等、取り巻く経営環境は

厳しくなっている。新たな人材の確保や配送ルー

トの効率化等に取り組んでいるが、今後も取引先

との価格交渉や経費削減に積極的に取り組んでい

く。                 (神明) 

お客様の声 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 
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今期の業況判断 D.I.は▲1.4(前期 2.9)と 4.3㌽悪

化となった。地区別の業況は、淡路地区は▲6.3（前

期▲1.3）と 5.0 ㌽悪化、神明地区は 4.9（前期 5.0）

と 0.1 ㌽とほぼ横ばいとなった。来期の業況は▲2.8

と 1.4 ㌽悪化する見通しである。人手過不足につい

ては、▲39.0 の見通しで、慢性的に人手不足の状態

が続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期の業況判断 D.I.は▲8.3(前期 0.0)と 8.3 ㌽悪

化となった。地区別の業況は、淡路地区は▲3.8（前

期▲3.7）と 0.1 ㌽とほぼ横ばい、神明地区は▲13.6

（前期 4.5）と 18.1 ㌽悪化となっている。来期の業

況予想は、▲2.1 と 6.2 ㌽改善、売上は横ばい、収益

は増加する見通しとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（D.I.）

25年 3月
（前期）

25年 6月
（今期）

25年 9月
（見通し）

業況 2.9 -1.4 -2.8

売上額（前期比） 4.3 3.5 2.8

収益（前期比） -5.0 -2.1 2.8

販売価格（前期比） 20.7 22.7 12.1

仕入価格（前期比） 50.7 50.4 33.3

人手過不足（過剰－不足） -39.3 -36.9 -39.0

資金繰り（楽－苦） -1.4 0.7 -2.1

設備投資実施企業割合（%） 14.3 14.9 14.9

（D.I.）

25年 3月
（前期）

25年 6月
（今期）

25年 9月
（見通し）

業況 0.0 -8.3 -2.1

売上額（前期比） 2.0 -2.1 -2.1

収益（前期比） 0.0 0.0 2.1

販売価格（前期比） 20.4 18.8 12.5

仕入価格（前期比） 28.6 27.1 16.7

人手過不足（過剰－不足） -8.2 -6.3 -6.3

資金繰り（楽－苦） -4.1 0.0 0.0

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

業況判断 D.I.の推移（地区別） 

 

移住者向け補助金交付制度があり、移住者を中

心に中古住宅の販売は堅調に推移。同業者間の競

争はここ数年激化するも、物件販売には変化な

く、引続き顧客獲得の為、情報発信や他社との差

別化を図っている。          (淡路) 

阪神エリアの住宅需要は高水準を維持してい

るが、土地価格、建築コストの高騰が続いており、

地域特性等を考慮した物件仕入により適正な在

庫を確保している。          (神明) 

                       

お客様の声 

 

受注状況は好調に推移し、特に海洋土木を生か

し公共工事主体に堅調に推移するも民間の建築

工事については、資材価格の高騰を受け同業他社

に比して劣勢となり伸び悩んでいる。  (淡路) 

 大手企業からの工事請負価格は徐々に改善さ

れつつあるが、依然として満額回答になることは

少ない。材料費の高騰、人件費の増加等について

も増額請求していく必要があり、引続き工事請負

価格の増額交渉を図っていく。     (神明) 

                          

お客様の声 
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問１.最低賃金について、現行の 1,055 円(全国加重平均)が仮に 1,500 円となった場合、貴社では雇用や労働 

時間の削減を行う見通しですか。また、貴社における雇用や労働時間以外に考えられる対応策につい

てお答えください。 

問２.企業における社会保険負担(適用範囲や納付額の上昇)の増加が今後も見込まれますが、この流れにつ

いて、経営面でどの程度の不安を感じますか。また、経営面への影響について考えられることをお答

えください 

  最低賃金が現行の 1,055円から仮に 1,500 円になった場合、13.8％が雇用や労働時間の削減を「行う見通し」

と回答した。「わからない」との回答も 45.6%に達した。対して「行わない見通し」は 40.6%であった。 

雇用や労働時間削減以外に考えられる対応については、「販売価格を引き上げる」が 26.6％と最も多かった。 

 

 社会保険負担の増加が見込まれる点について、経営面で不安を感じている企業は 52.6%におよんだ。一方

で不安を感じていない企業は 10.9%にとどまった。経営面への影響については、「賃金引上げの妨げになる

29.2％」が最も多く、以下、「わからない 19.8%」が続いた。「特に影響はない」が 19.4%であった。 

 

問３.わが国では、2030 年以降も人口の減少や高齢化の進展が見込まれていますが、これらに対して貴社で 

はどのように対応していきたいと考えていますか。生産面と販売面についてお答えください。 

人工の減少や高齢化の進展への対応について、生産面については、「現時点では考えていない」が 39.8% 

と最も多くなった。対応している企業については「定年延長など高齢化の活躍推進」が 22.3%と多かった。 

  販売面についても「現時点では考えていない」が 48.0%と最も多くなった。次いで、対応している企業に 

  ついては、「現在の市場で今の商品の販売を強化 28.6%」が多かった。                                         

 

26.5%
18.1%

5.8%

1.4%

26.6%
5.4%

16.2% 45.6%

40.6%
13.8%

特に対応は行わない

わからない

もともと従業員がいない

販売価格を引き下げる

販売価格を引き上げる

省力化投資(設備、IT等)を行う

経費(人件費以外)を引き下げる

わからない

行わない見通し

行う見通し

19.4%
19.8%

5.2%

29.2%

8.2%

2.8%

15.3%

10.9%

36.5%
52.6%

特に影響はない

わからない

もともと従業員がいない

賃金引上げの妨げになる

雇用が抑制される

従業員への説明に時間がかかる

社会保険料納付の時間や手間が増える

不安を感じていない

どちらでもない

不安を感じている

48.0%
28.6%

11.4%
12.0%

39.8%

5.4%
8.1%
6.9%

17.5%
22.3%

現時点では考えていない
現在の市場で今の商品販売を強化

新しい市場への進出・強化
新しい商品・サービスの開発

現時点では考えていない
省力化投資(IT、設備等)の増加

人材教育の強化
外国人採用の強化

待遇改善を通じた現役世代の確保
定年延長など高齢者の活躍推進

特別調査 ５年後 (2030年) 以降を見据えた中長期的な経営について 

 

 

生産面 

販売面 

雇用や労働時間の削減 

雇用や労働時間削減以外の対応 

負担増への不安感 

経営面への影響 
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【今回調査】 

問４.貴社における 5 年後の 2030 年を見据えた事業承継の状況について、2030 年までに経営者の変更を 

予定している人は変更先を、予定していない人は貴社の状況をお答えください。 

  経営者の変更予定については、2030 年までに経営者の変更を予定している企業が合計 23.8%、2030 年ま 

でに経営者変更を予定していない企業が合計 49.0%となった。 

  また、「廃業を予定」は 2.1%、「事業承継については全くの未定」は 25.1%となった。 

  

問５.貴社では、SDGs(2030 年を目途とした持続可能な開発目標)にかかる取組みを行っていますか。 

もつとも取組んでいるものを最大３つまでお答えください。取組んでない方は０とお答えください。 

SDGs の理念と一致する取組みの実行状況については、「省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用」 

が 22.6%と最も多くなったものの、前回(2022 年 9 月)調査と比較して 22.5 ポイント低下した。次に多い 

「再生資源や未利用資源の利用、廃棄物削減、製品の長寿化や修理(10.5%)」についても同様に 7.8 ポイ 

ント低下した。 対して、「上記の取組みはしていない」は 27.4%と、前回から 7.2 ポイント低下する。 

今回調査により全体的には、SDGs にかかる意識はやや低下している。 

 

                                           

【2022年 9月調査】 

 

 

 

 

 

 

 

25.1%

2.1%

6.6%

17.8%

24.6%

1.9%.

1.4%

0.5%

2.5%

17.5%

事業承継については全く未定

廃業を予定

2030年以降の承継を決定済み

検討の必要性は感じているが未着手

経営者が若く検討不要

承継先を選定中

他社への事業譲渡(M&Aを含む)を予定

親族以外の社外人材に承継

親族以外の役員、従業員に承継

親族に承継

特別調査 ５年後 (2030年) 以降を見据えた中長期的な経営について 

 

34.6%

11.4%

0.3%

6.9%

9.9%

4.4%

12.3%

5.0%

18.3%
45.1%

取組みはしていない

地域貢献

貧困対策・健康福祉

労働環境

雇用

環境負荷

森林資源

水資源

省資源

省エネ

経営者変更を予定 

経営者変更を予定せず 

 

27.4%

7.2%

0.3%

9.0%

11.8%

1.9%

6.3%

2.9%

10.5%

22.6%

上記の取組みはしていない

(地域貢献)防犯、寄付、まちづくり

(貧困対策・健康福祉)フェアトレード、途上国支援

(労働環境)研修の充実、働き方改革の実施

(雇用)女性や高齢者、障がい者、外国人等の多様な人材の雇用

(環境負荷)グリーン調達、カーボンオフセット、有害物質の削減

(森林資源)ペーパーレス化、緑化、植林

(水資源)水使用量削減、排水管理

(省資源)再生資源や未利用資源の利用、廃棄物削減、製品の長寿化や修理

(省エネ)省エネ、節電、再生可能エネルギーの使用
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【注目の取り組み②】 自販機のレンタル事業 

「自販機 SHOP」は、全国の代理店と連携し、月額 19,800 円

から各種物販自販機をレンタルできるサービスを提供していま

す。 

設置・撤去費用、メンテナンス、保険がすべて込みで、短期

イベントにも対応可能。豊富なオプションで商品やデザインの

カスタマイズもでき、手軽に自販機ビジネスを始められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社アイナス 

〒656-0003 

洲本市中川原町三木田 729-4 

https://ainas.co.jp/ 

℡ :0799-28-1112 

平日 9:00〜17:00 

【注目の取り組み③】 小ロットの缶詰加工事業 

「缶詰 LABO」は、地域食材を活かしたオリジナル缶詰

の製造体験ができる施設です。 

BtoB では、各企業様の商品開発や試作支援をおこな

い、設備販売やレンタル、補助金申請の支援もおこなって

います。 

BtoC では、観光客向けの「玉ねぎ丸ごとスープ」や「淡

路島牛乳プリン」の缶詰加工体験型プログラムや企業研

修にも対応。誰でも本格的な缶詰づくりを楽しめるほか、

地域活性化と食文化の発信に貢献しています。 

弊社は、1991 年に淡路ブイエムメンテナンス株式会社

として創業し、2008 年に淡路厨房株式会社との合併を経

て現在の社名となりました。 

2023 年に自販機作業会社として中四国エリア NO.1 の

富士ベンダーサービス株式会社をグループ化し、100人体

制で地域社会に貢献する企業を目指し、日々成長を続け

ています。淡路島での厨房・空調機器、自販機の企画・販

売、修理、設置・工事事業に加え、淡路島発のユニークな

ビジネスモデル、「ゴトカン」「ガチャ CAN」や「缶詰 LABO」

など、地域資源の活用や生産者支援につながる、全国ビジ

ネスに取り組んでいます。                  

                        

                                   

                              

【注目の取り組み①】 自販機 BASE 事業 

弊社が展開する「自販機 BASE」とは、そこでしか買えな

い地域限定商品の自販機を複数台並べる事で、インバウ

ンドをターゲットとして、新たな購買体験を創出していま

す。自販機カルチャーの発信基地として、全国の設置場所

を募っています。 

「ゴトカン」は、ご当地の魅力を缶詰に詰め、自販機で販

売するプロジェクトです。ご当地トランプ缶やおみくじ・空

気缶など、ユニークな商品を通じて観光客の注目を集め

ています。 

「ガチャ CAN」は、エコカプセルを使った世界初の自販

機型ガチャで、T シャツやご当地カレー、アロマなど多彩

な商品を提供しています。 

わたしたちのマチの元気企業 51 
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「すまきた通信」本社事務所・スタジオ S&F・Re ベース

369 で配布中、ご自由にお持ち帰りできます。 

Re ベース 369 

〒656-1511 淡路市郡家 649 

 

 株式会社 須磨北造園土木 

〒654-0103 

神戸市須磨区白川台 5-5-4 

Tel:078-742-0766 

      Fax:078-742-0767 

            https://sumakita.co.jp  

 

「Re ベース 369（リベースミロク）」             

淡路高校一宮分校をリノベーションし、「淡路廃校

よみがえり事業」として、合宿・研修・宿泊施設とし

て運営しています。教室や視聴覚室、体育館、調理

室などの既存設備を活かし、企業研修やスポーツ合

宿、ゼミ合宿、ワーケーションなど多様な目的に対

応。非日常の環境で集中力や創造力を高め、参加者

同士の対話から新たな発見や次の一歩へとつなが

る「課題解決を加速する」拠点となっている。 

 

“淡路廃校よみがえり事業”第二弾             

旧山田小学校のリフォームが 2025 年 6 月よりス

タート！閉校後は使われていなかった校舎を活用し

地域交流の場として、新たな拠点へと再生していき

ます。               

                   

—「喜び・楽しみを届け続ける」— 

地域密着型の多角経営企業 

弊社は、神戸市を拠点に「喜び・楽しみを届け続

ける」を企業ビジョンに掲げ、地域に根ざした事業

を幅広く展開しています。 

造園・土木をはじめ、ダンス・卓球・体操などの教 

室運営、貸しスタジオ、リラクゼーション、保育園、警

備業など、多岐にわたるサービスを通じて、“頑張っ

ている人を応援し続ける”企業として日々邁進して

います。 
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